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憩いの広場

ま
す
。
少
し
で
も
社
会
に
貢
献
で
き

る
よ
う
、
地
域
の
社
会
的
貢
献
団
体

に
は
複
数
加
入
し
、
事
業
を
通
じ
て

社
会
参
加
を
し
て
い
ま
す
。
色
々
な

活
動
を
す
る
た
め
に
は
、
健
康
が
第

一
で
す
の
で
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
は
、地
域
の
シ
ル
バ
ー

ク
ラ
ブ
に
入
会
し
、
元
気
は
つ
ら
つ

生
活
を
送
る
こ
と
で
す
。
ク
ラ
ブ
の

先
輩
諸
氏
の
生
き
様
、
暮
ら
し
の
知

恵
、
人
生
訓
等
を
学
び
、
後
進
に
伝

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
一
層
の
す
こ
や
か
な
長
寿

を
目
指
し
て
、
県
民
の
負
託
に
応
え

る
よ
う
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

わ
た
く
し
個
人
の
暮
ら
し
に
話
題

を
変
え
ま
す
と
、
周
り
の
専
門
職
の

方
々
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
つ
の
間
に

か
取
り
入
れ
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

実
行
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

食
事
面
で
は
野
菜
を
多
く
と
り
、
塩

分
控
え
め
、
な
る
べ
く
青
魚
を
中
心

に
低
農
薬
で
低
化
学
肥
料
の
自
家
製

栽
培
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
た
べ
て
い
ま

す
。
朝
早
く
起
き
、
田
ん
ぼ
の
見
回

り
を
兼
ね
て
新
鮮
な
田
舎
の
森
林
浴

に
浸
っ
て
い
ま
す
。

頭
が
衰
え
な
い
よ
う
、
多
少
無
理

し
て
も
、
講
演
・
講
義
等
を
引
き
受

け
て
お
り
ま
す
が
、
受
け
た
こ
と
を

多
少
後
悔
し
な
が
ら
も
勉
強
し
て
頭

を
回
転
さ
せ
て
い
ま
す
。
新
聞
、
テ

レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
は
社
会
か
ら
遅
れ
な

い
よ
う
、
必
ず
目
を
通
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
で
職
場
で
孤
立
し
な

い
よ
う
、
飲
み
会
や
ス
ポ
ー
ツ
関
係

の
企
画
に
は
率
先
し
て
参
加
し
て
い

私
が
所
属
す
る
一
般
社
団
法
人
静

岡
県
社
会
福
祉
士
会
は
、
平
成
5
年

5
月
15
日
発
足
以
来
今
年
で
20
周
年

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
り
し
も
、
J
リ
ー
グ
発
足
の
日

で
あ
り
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
程
の
注

目
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
高
齢

社
会
に
お
い
て
、
地
域
で
の
高
齢
者

の
暮
ら
し
、
福
祉
を
支
え
る
社
会
福

祉
の
専
門
家
と
し
て
、
介
護
福
祉
士

と
共
に
社
会
福
祉
士
国
家
資
格
が
誕

生
し
ま
し
た
。

設
立
当
時
34
名
の
会
員
が
、
現
在

1
1
6
7
名
の
会
員
で
、
社
会
福
祉

分
野
の
み
な
ら
ず
、
介
護
、
医
療
、

教
育
、
司
法
等
県
民
の
暮
ら
し
と
命

を
守
り
社
会
正
義
と
人
権
擁
護
の
旗

印
の
下
、
自
己
研
鑽
と
社
会
的
認
知

活
動
、
社
会
貢
献
活
動
、
福
祉
人
材

育
成
活
動
等
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
高
齢
者
施
策

を
推
進
し
て
い
る
行
政
や
し
ず
お
か

健
康
長
寿
財
団
は
じ
め
、
県
下
の
各

種
職
能
団
体
と
の
連
携
と
ご
支
援
ご

鞭
撻
の
お
か
げ
と
感
謝
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

住みなれた地域で健やかな
長寿の暮らしを

一般社団法人 静岡県社会福祉士会　会長　三田　忠男さん

静岡県伊豆市出身　昭和 27 年生まれ　日本福祉大学卒
地元の農協共済中伊豆リハビリテーションセンター入職
身体障害者施設長、法人理事を経て定年退職
現在　県社会福祉士会会長、伊豆市市会議員

三田忠男さん	プロフィール
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初
夏
の
雰
囲
気
を
思
わ
せ
る
爽

や
か
な
風
が
吹
く
中
、
5
月
18
日

に
本
大
会
の
総
合
開
会
式
が
静

岡
県
草
薙
総
合
運
動
場
体
育
館

で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
来

賓
、
選
手
、
役
員
、
競
技
関
係
者

約
1
、
5
0
0
人
を
超
え
る
方
々

の
参
加
の
下
、
各
種
目
に
出
場
す

る
役
員
や
選
手
の
入
場
行
進
が
始

ま
り
、
主
催
者
を
代
表
し
て
大
須

賀
副
知
事
の
挨
拶
の
後
、
来
賓
の

中
谷
県
議
会
議
長
や
国
会
議
員

の
方
々
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

選
手
宣
誓
後
、
梨
花
幼
稚
園

児
の
鼓
笛
演
奏
や
清
水
ド
リ
ー

ム
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
一
輪
車
演
技
、

リ
ズ
ム
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
研
究
会
の

皆
様
に
よ
る
「
す
こ
や
か
エ
ブ
リ

デ
ー
体
操
」
が
開
会
式
を
大
い
に

盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た

こ
の
大
会
は
、
今
年
10
月
に
開
催

さ
れ
る
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
よ
さ
こ

い
高
知
2
0
1
3
」
の
選
手
選
考

の
予
選
会
を
兼
ね
て
い
ま
す
。

　

総
合
開
会
式
で
は
、
囲
碁
に
出

場
す
る
合
田
文
人
さ
ん
と
石
川
悠

美
子
さ
ん
が
「
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化

活
動
を
と
お
し
て
、
自
ら
の
健
康

づ
く
り
と
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
と
の

交
流
を
は
か
り
、
明
る
く
豊
か
な

長
寿
社
会
を
目
指
し
、
は
つ
ら
つ

と
元
気
よ
く
プ
レ
イ
す
る
事
を
誓

い
ま
す
。」
と
高
ら
か
に
宣
誓
し

ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
等
を
通
じ
て
県
内
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
と
生
き
が
い
づ
く
り
、
参
加
選
手
間
の
交
流
促
進
を

目
的
と
し
た
全
県
唯
一
の
総
合
大
会
「
第
24
回
静
岡
県
す
こ
や
か
長
寿
祭
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」（
5
月
4
日
～

6
月
2
日
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
6
、0
0
0
人
以
上
の
県
民
が
参
加
し
、
県
内
21
会
場
に

お
い
て
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
は
新
た
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
が
加
わ
り
、
サ
ッ
カ
ー
、
な
ぎ
な
た
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
頭
脳
ゲ
ー
ム
の
囲
碁
、
将
棋
な
ど
過
去
最
多
の
28
種
目
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

総
合
開
会
式

選
手
宣
誓

ちゃっぴーも応援

特 

報
第
24
回
静
岡
県

す
こ
や
か
長
寿
祭
ス
ポ
ー
ツ
大
会
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グ
ラ
ン
ド・競
技
場

室
内
競
技
場

体
育
館・道
場

軟式野球 ペタンクマラソン

ターゲットバードゴルフ

将　棋

ダンススポーツ

弓　道 判　定

剣　道 卓　球

ソフトバレーボール

なぎなた バウンドテニス

健康マージャン 囲　碁

ソフトボールパークゴルフ
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イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

　

人
生
の
大
先
輩
の
前
向
き
な
生

き
方
を
教
え
て
い
た
だ
こ
う
と
、

5
月
12
日
、
静
岡
市
に
あ
る
「
も

く
せ
い
会
館
」
で
開
か
れ
た
囲
碁

大
会
の
会
場
で
取
材
し
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
質
問
に
も
穏
や
か
な
笑

顔
で
答
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
飯
塚

さ
ん
で
す
が
、
試
合
中
は
本
当
に

真
剣
そ
の
も
の
。「
一
手
入
魂
」
の

楽
し
さ
の
中
に
も
勝
負
の
厳
し
さ

が
覗
え
ま
し
た
。

　

趣
味
を
持
つ
こ
と
、
そ
の
趣
味

を
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
お
話

さ
れ
た
飯
塚
さ
ん
、
ど
う
ぞ
楽
し

い
囲
碁
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。

（
小
笠
・
榛
南
地
区
担
当 

生
き
が
い
特
派
員 

鈴
木 

さ
え
こ
）

ら
始
め
た
詩
吟
が
あ
っ
て
、
も
う

40
年
続
け
て
い
ま
す
。
腹
の
底
か

ら
声
を
出
し
て
い
る
こ
と
が
良
い
ん

で
す
よ
。

目
前
に
迫
る　
”霊
峰
富
士
“
を
眺

め
、
そ
し
て
氏
神
様
に
守
ら
れ
て
い

る
お
陰
で
す
。

Ｑ　

今
後
の
抱
負
と
読
者
の
方
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ　

こ
れ
か
ら
も
囲
碁
と
詩
吟
を

楽
し
み
た
い
で
す
ね
。

今
年
も
こ
の
大
会
に
参
加
で
き
た
、

来
年
も
絶
対
く
る
ぞ
！
い
つ
も
そ
ん

な
思
い
で
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
趣
味
を
持
っ
て
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。

Ｑ　

日
本
棋
院
裾
野
支
部
の
創
設

者
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
そ
の
当

時
の
こ
と
で
ど
ん
な
こ
と
が
一
番
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

現
会
長
と
私
と
も
う
一
人
の
３

人
で
立
ち
上
げ
た
ん
で
す
が
、
と
に

か
く
碁
盤
を
買
う
お
金
も
な
い
。

約
20
名
の
会
員
で
ス
タ
ー
ト
し
た
の

で
す
が
、
会
員
数
の
半
分
の
数
だ

け
碁
盤
が
必
要
で
す
か
ら
ね
。

先
ず
は
折
り
た
た
み
式
の
碁
盤
を

用
意
し
、
皆
さ
ん
か
ら
会
費
を
い

た
だ
い
て
や
り
く
り
し
ま
し
た
よ
。

Ｑ　

囲
碁
を
楽
し
む
に
も
健
康
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
が
、
気
を
つ

け
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ　

も
う
一
つ
の
趣
味
に
、
50
歳
か

Ｑ　

囲
碁
を
始
め
ら
れ
た
き
っ
か

け
は
何
で
す
か
。

Ａ　

会
社
勤
め
を
し
て
い
た
29
歳

の
時
に
、
仕
事
の
担
当
地
域
で
出

会
っ
た
、
囲
碁
の
大
好
き
な
お
爺

さ
ん
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
の

が
初
め
で
す
。

Ｑ　

囲
碁
を
す
る
時
、
ど
ん
な
こ

と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

楽
し
い
囲
碁
で
す
ね
。

Ｑ　

囲
碁
の
楽
し
さ
は
な
ん
で

し
ょ
う
か
。

Ａ　

頭
の
体
操
！
ス
ポ
ー
ツ
は
年
齢

と
と
も
に
体
力
が
落
ち
て
い
き
ま
す

が
、
囲
碁
は
体
力
よ
り
も
頭
の
体

操
だ
か
ら
面
白
い
で
す
よ
、
ボ
ケ
防

止
で
す
よ
。（
ニ
コ
ッ
と
笑
顔
）

飯い
い
づ
か塚　

喜き
い
ち一 

さ
ん

（
裾
野
市
佐
野
、
91
歳
）

囲
　
碁

楽
し
い
囲
碁
を
打
つ
よ
う
心
掛
け
て
い

ま
す
。来
年
も
絶
対
に
参
加
し
ま
す
！

最高齢競技者インタビュー・男性

インタビュー中の飯塚さん

「一手入魂」の真剣な眼差し
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イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

に
こ
や
か
に
、
開
口
一
番
「
私
が

元
気
で
マ
ー
ジ
ャ
ン
が
で
き
る
の
は

友
人
の
お
か
げ
、
本
当
に
感
謝
で

す
。」
と
お
っ
し
ゃ
る
。

カ
メ
ラ
を
前
に
困
惑
し
な
が
ら
、

「
新
聞
の
運
勢
欄
に
今
日
は
『
人

生
最
良
の
日
』
と
あ
り
ま
し
た
よ
。

ほ
ん
と
ね
。」
と
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な

笑
顔
。
い
い
写
真
が
撮
れ
ま
し
た
。

ユ
ー
モ
ア
と
謙
虚
さ
を
お
持
ち

で
周
囲
を
明
る
く
し
て
く
だ
さ
る
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
百
人
一
首
が

大
好
き
で
、
か
な
り
強
か
っ
た
ご
様

子
。が
決
し
て
自
慢
は
な
さ
ら
な
い
。

ま
た
、
編
物
や
ラ
ジ
オ
体
操
に
も

熱
中
。
ラ
ジ
オ
体
操
で
は
二
千
日
、

毎
朝
公
園
に
通
っ
た
そ
う
で
す
。
何

事
も
一
所
懸
命
な
ん
で
す
ね
。

常
に
プ
ラ
ス
思
考
で
努
力
家
。

ま
さ
に
生
き
方
上
手
。
友
人
の
方
は

「
私
達
は
い
つ
も
成
沢
さ
ん
を
目

標
に
し
て
い
る
ん
で
す
。」
と
力
を

込
め
て
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
思
わ

ず
大
き
く
頷
く
筆
者
で
し
た
。

（
静
岡
地
区
生
き
が
い
特
派
員
　
青
山
小
代
美
）

眠
れ
る
ん
で
す
。
頭
を
使
う
マ
ー

ジ
ャ
ン
の
お
陰
で
し
ょ
う
か
。

Ｑ　

こ
れ
か
ら
も
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
続

け
ら
れ
ま
す
か
。

Ａ　

そ
れ
は
続
け
た
い
！
今
は
一
人

暮
ら
し
で
す
が
、
仲
の
良
い
友
人
の

お
陰
で
私
は
孤
独
で
は
な
い
『
幸
せ

な
高
齢
者
』。
で
も
他
県
に
い
る
子

ど
も
の
所
に
行
く
べ
き
か
と
も
。

思
案
の
し
ど
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ　

読
者
の
方
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
し
ま
す
。

Ａ　

高
齢
に
な
っ
た
ら
な
お
の
こ
と

家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
て
は
だ
め
。

外
に
出
て
新
し
い
風
を
感
じ
る
こ

と
。
み
ん
な
と
一
緒
に
朗
ら
か
な
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
元
気
で
長
生
き

で
き
る
コ
ツ
と
思
い
ま
す
よ
。

れ
て
夢
中
に
な
れ
る
。
褒
め
ら
れ
る

と
嬉
し
い
し
。
あ
る
時
「
大
三
元
」

と
い
う
大
役
が
取
れ
、
記
念
の
写
真

を
家
に
飾
り
ま
し
た
。
で
も
、
誰
も

褒
め
て
く
れ
な
い
…
あ
る
時
「
役
」

に
詳
し
い
孫
が
来
て
、
大
変
驚
き
、

と
て
も
褒
め
て
く
れ
ま
し
た
。
嬉
し

か
っ
た
で
す
ね
ー
。
も
う
一つ
の
楽
し

み
は
、
週
一
回
の
マ
ー
ジ
ャ
ン
教
室
の

後
、
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
友
人
4
人

と
の
食
事
で
す
。
楽
し
く
て
次
が
待

ち
ど
お
し
い
！

Ｑ　

健
康
維
持
に
気
を
つ
け
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ　

食
事
は
何
で
も
頂
き
ま
す
。

嫌
い
な
も
の
が
無
い
ん
で
す
よ
。
そ

れ
と
睡
眠
。
不
思
議
と
私
は
よ
く

Ｑ　

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
始
め
ら
れ

た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
。

Ａ　

友
人
に
誘
わ
れ
て
。
そ
れ
ま

で
見
た
こ
と
も
触
っ
た
こ
と
も
な

か
っ
た
の
に
、
気
が
つ
い
た
ら
夢
中

に
な
っ
て
い
ま
し
た
ね
。（
笑
）

Ｑ　
「
役
」
や
点
数
な
ど
を
覚
え
る

こ
と
が
難
し
そ
う
で
す
が
。

Ａ　

回
数
を
重
ね
れ
ば
自
然
に
覚

え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
怪

我
で
入
院
し
た
時
に
は
、
こ
れ
は

覚
え
る
チ
ャ
ン
ス
と
思
っ
て
本
を
持

ち
込
み
ま
し
た
け
ど
ね
。（
笑
）

Ｑ　

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
の
楽
し
さ
は

な
ん
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

4
人
の
メ
ン
バ
ー
で
楽
し
い
時

間
を
共
有
で
き
る
こ
と
。
全
て
を
忘

成な
る
さ
わ沢　

昌ま
さ
よ代 

さ
ん

(

静
岡
市
駿
河
区
中
原
、
89
歳)

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

友
人
と
楽
し
い
時
間
を
共
有

頭
も
使
っ
て
い
つ
も
笑
顔
！

最高齢競技者インタビュー・女性

熱戦中の成沢さん（強い！）
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◇
卓
球

【
男
子
】
▽
60
～
64
歳　

①
一
色
則

行
（
静
岡
）
②
名
倉
裕
一（
浜
松
）

③
櫻
田
忠
志
（
静
岡
）
③
並
木
富

蔵
（
富
士
）
▽
65
～
69
歳　

①
櫻

井
晴
一
郎（
静
岡
）
②
市
川
長
太
郎

（
静
岡
）
③
冨
樫
昭
弘
（
沼
津
）

③
紅
林
勝
美（
藤
枝
）
▽
70
～
74
歳

（
イ
） 

①
服
部
健
一（
静
岡
）
②
高

野
敏
和（
静
岡
）
③
間
渕
武
彦（
浜

松
）
③
望
月
洸（
静
岡
）
▽
70
～
74

歳
（
ロ
）　

①
鈴
木
勉
（
浜
松
）
②

平
井
俊
之
助
（
沼
津
）
③
加
藤
光

則（
浜
松
）
③
向
坂
栄
次（
焼
津
）

▽
75
～
79
歳　

①
内
山
毅（
磐
田
）

②
堀
井
武
久
（
静
岡
）
③
手
嶋
啓

介（
袋
井
）
③
増
田
充（
島
田
）
▽

80
～
84
歳　

①
古
畑
富
士
夫
（
浜

松
）
②
鈴
木
隆
（
沼
津
）
③
中
沼

七
郎（
磐
田
）
▽
85
歳
以
上　

①
渡

瀬
一
三
生（
浜
松
）
②
秋
山
嗣
雄（
沼

津
）
③
本
間
武
男
（
静
岡
）
③
伊

東
嘉
信（
富
士
）

【
女
子
】
▽
60
～
64
歳　

①
橋
本
ま

す
み
（
富
士
）
②
花
村
真
弓
（
沼

津
）
③
影
山
初
枝
（
浜
松
）
③
杉

山
小
百
合（
静
岡
）
▽
65
～
69
歳　

①
中
野
み
ど
り
（
静
岡
）
②
池
田

き
よ
子（
三
島
）
③
金
井
春
枝（
掛

川
）
③
西
田
王
子（
静
岡
）
▽
70
～

74
歳  
①
谷
野
弘
子（
浜
松
）
②
太

田
あ
い（
浜
松
）
③
澤
田
瑞
穂（
浜

松
）
③
山
本
弘
子（
浜
松
）
▽
75
～

79
歳　

①
片
山
よ
し
子（
掛
川
）
②

野
田
美
代
子（
静
岡
）
③
浅
井
瑞
穂

（
静
岡
）
③
土
居
美
智（
浜
松
）
▽

80
歳
以
上　

①
袴
田
弘
子（
掛
川
）

②
田
中
光
子（
静
岡
）
③
小
池
広
子

（
浜
松
）
③
山
中
千
春（
静
岡
）

◇
テ
ニ
ス

【
男
子
A
】
①
大
畑
禎
弘
・
谷
昭
仁

（
静
岡
・
静
岡
）
②
松
尾
浩
佳
・
渡

辺
義
広（
静
岡
・
島
田
）
③
秋
野
修
・

川
合
健
司（
焼
津
・
静
岡
）
③
増
田

七
郎
・
小
島
昭
司（
藤
枝
・
浜
松
）【
男

子
B
】①
高
野
胖
人
・
成
毛
直
紀（
藤

枝
・
静
岡
）
②
野
中
敏
昭
・
池
谷
正

則
（
裾
野
・
焼
津
）
③
大
木
武
彦
・

村
松
俊
夫（
函
南
・
浜
松
）
③
望
月

達
允
・
波
多
野
正
行（
静
岡
・
沼
津
）

【
男
子
C
】
①
小
川
秀
明
・
斎
藤
公

勇（
富
士
・
静
岡
）
②
吉
田
稔
・
兼

子
知
久（
静
岡
・
袋
井
）
③
金
子
實
・

萩
原
豊（
静
岡
・
焼
津
）
③
金
田
隆

弘
・
国
ノ
十
善
樹（
藤
枝
・
長
泉
）

【
女
子
A
】
①
松
村
不
二
子
・
野
村

千
和
子（
静
岡
・
掛
川
）
②
永
畑
玲

子
・
大
木
信
子（
藤
枝
・
函
南
）
③

安
部
宏
世
・
伊
東
嘉
江
（
三
島
・
静

岡
）
③
濱
田
芳
江
・
大
久
保
典
子（
富

士
・
藤
枝
）【
女
子
B
】①
村
松
雅
子
・

萩
野
富
美
子（
藤
枝
・
静
岡
）
②
岩

堀
博
子
・
金
子
次
代（
藤
枝
・
焼
津
）

③
谷
絹
與
・
中
島
潤
子
（
島
田
・
浜

松
）
③
梶　

操
・
重
田
道
子（
静
岡
・

沼
津
）

◇
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス
60
歳
以
上　

①
松

本
登
志
雄
・
石
田
秀
明
（
富
士
宮
・

富
士
宮
）
②
田
島
正
保
・
加
藤
博（
富

士
・
富
士
）
③
榑
林
豊
寿
・
佐
野
進

（
富
士
宮
・
富
士
宮
）

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス
60
歳
以
上　

①
奥

迫
智
子
・
長
谷
川
三
世
子
（
富
士
・

富
士
宮
）
②
柳
瀬
晴
美
・
土
橋
由

紀
子（
富
士
宮
・
富
士
宮
）
③
澤
田

き
よ
子
・
望
月
清
美（
藤
枝
・
焼
津
）

▽
混
合
ダ
ブ
ル
ス　

①
杉
山
登
子
・

秋
山
武（
富
士
・
沼
津
）
②
加
納
好

勝
・
松
本
美
津
子
（
焼
津
・
藤
枝
）

③
石
川
由
江
・
三
浦
治
光
（
島
田
・

島
田
）
▽
1
1
0
歳
以
上
ダ
ブ
ル

ス　

①
小
澤
武
夫
・
飯
塚
昌
志（
静

岡
・
静
岡
）
②
吉
村
英
昭
・
片
田
光
一

（
藤
枝
・
静
岡
）
③
小
安
文
夫
・
岡

部
弘（
掛
川
・
掛
川
）
▽
1
3
0
歳

以
上
ダ
ブ
ル
ス　

①
鈴
木
敏
幸
・
岩

本
義
久（
静
岡
・
静
岡
）
②
厚
木
稔

裕
・
大
石
憲
一（
静
岡
・
静
岡
）
③
佐

藤
武
政
・
大
高
時
子（
富
士
・
富
士
）

③
風
能
進
・
竹
下
以
和
夫
（
富
士
・

静
岡
）
▽
60
歳
以
上
3
人
制　

①

山
田
晃
・
由
比
藤
文
子
・
山
口
は
る
み

（
全
員
静
岡
）
②
岡
野
治
機
・
粥
川

弘
之
・
野
口
隆
恵（
全
員
藤
枝
）
③

伏
見
文
夫
・
野
村
江
美
子
・
沼
本
詔

子（
全
員
静
岡
）
▽
70
歳
以
上
3
人

制　

①
戸
田
幸
利
・
谷
野
成
由
・
安

形
章
子（
全
員
浜
松
）
②
佐
野
公
康
・

望
月
克
己
・
佐
野
由
子（
全
員
富
士

宮
）
③
太
田
守
房
・
阿
部
孝
一・
阿

部
道
子（
富
士
・
富
士
宮
・
富
士
宮
）

③
北
川
明
夫
・
服
部
政
子
・
梅
島
芳

子（
全
員
島
田
市
）

◇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

①
磐
田
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ（
磐
田
）
②

沼
津
片
浜
ク
ラ
ブ（
沼
津
）
③
掛
川

シ
ニ
ア（
掛
川
）

◇
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

①
旭
友
（
富
士
）
②
大
仁
（
伊
豆

の
国
）
③
静
岡
（
静
岡
）
③
原
野

谷（
掛
川
）

◇
ペ
タ
ン
ク

▽
ゴ
ー
ル
デ
ン　

①
土
手
和
田
E

（
伊
豆
）
②
ふ
じ
は
こ
ね
P
C
A

（
裾
野
）
③
土
手
和
田
C（
伊
豆
の

国
）
▽
シ
ル
バ
ー　

①
函
南
A（
函

南
）
②
寺
家（
伊
豆
の
国
）

◇
ゴ
ル
フ

①
小
久
江
満（
袋
井
）
②
鈴
木
勝
己

（
磐
田
）
③
青
木
謙
侍（
藤
枝
）

◇
マ
ラ
ソ
ン

▽
3
キ
ロ
男
子　

①
鈴
木
淳
一（
三

島
）
②
佐
川
正
治
（
磐
田
）
③
河

西
悦
宏
（
静
岡
）　

▽
3
キ
ロ
女
子

①
池
田
征
子
（
静
岡
）
②
内
田
光

子（
静
岡
）
③
種
茂
和
子（
磐
田
）

▽
5
キ
ロ
男
子　

①
清
水
彰
（
浜

松
）
②
山
本
保
隆
（
掛
川
）
③
猪

浦
徹
夫
（
静
岡
）　

▽
5
キ
ロ
女
子

①
松
田
玉
貴（
静
岡
）
②
八
木
さ
ち

よ（
静
岡
）
③
瀧
と
も
子
（
焼
津
）

▽
10
キ
ロ
男
子　

①
岩
田
忠
義（
三

島
）
②
隅
章
二（
藤
枝
）
③
増
田

昌
康
（
島
田
）　

▽
10
キ
ロ
女
子　

①
榊
原
三
智
子（
袋
井
）
②
岩
田
え

み
子（
三
島
）
③
鈴
木
弘
美（
静
岡
）

◇
弓
道

総
合
優
勝　

山
澤
榮（
富
士
）

▽
Ⅰ
部
（
70
歳
未
満
）
①
内
田
房

司（
静
岡
）
②
和
田
米
夫（
湖
西
）

③
渡
辺
武
彦
（
富
士
宮
）
▽
Ⅱ
部

（
70
歳
以
上
）
①
山
澤
榮（
富
士
）
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②
出
木
克
己（
静
岡
）
③
藤
原
久
士

（
磐
田
）

◇
剣
道

▽
60
～
64
歳　

①
祢
次
金
守
（
静

岡
）
②
西
森
和
男
（
磐
田
）
③
伊

東
孝
悦
（
磐
田
）
▽
65
～
69
歳　

①
高
宮
哲
夫（
藤
枝
）
②
望
月
茂
彦

（
静
岡
）
③
成
瀬
芳
博（
三
島
）　

▽
70
歳
以
上　

①
柴
山
清（
静
岡
）

②
増
田
吉
久
（
焼
津
）
③
磯
部
俶

（
浜
松
）

◇
グ
ラ
ウ
ン
ド・
ゴ
ル
フ

▽
赤　

①
石
川
郁
夫（
菊
川
）
②
大

石
三
雄
（
浜
松
）
③
福
田
雄
一（
掛

川
）
▽
青　

①
青
嶋
忠
世（
掛
川
）

②
鈴
木
寿
（
菊
川
）
③
栗
田
鈴
与

（
菊
川
）

◇
な
ぎ
な
た

▽
演
技
無
級
～
2
級　

①
袴
田
恵
一・

池
田
淑
江
②
山
本
美
代
子
・
古
川
晴

代
③
山
本
始
・
海
野
一
美
③
山
本
始
・

田
中
政
代
▽
演
技
1
級
～
初
2
段

①
山
本
松
代
・
村
上
幸
枝
②
増
田
か

ほ
る
・
原
田
一
美
③
森
田
よ
し
子
・
渡

邉
路
代
▽
演
技
3
段　

①
中
村
恵

美
子
・
横
山
澄
枝
②
金
森
光
映
・
中

野
ひ
さ
子
③
鈴
木
則
子
・
佐
藤
正
江

▽
演
技
4
・
5
段　

①
板
倉
久
子
・

片
桐
由
紀
子
②
池
谷
さ
ち
子
・
柴
田

芳
枝
③
山
口
永
子
・
廣
野
て
る
よ
▽

試
合
競
技
50
～
57
歳　

①
山
本
久

美
子
②
山
本
緑
③
金
森
光
映
▽
試

合
競
技
58
～
65
歳　

①
岡
村
喜
美

②
蔵
下
晶
代
③
伴
野
加
代
子
▽
試

合
競
技
66
～
77
歳　

①
片
桐
由
紀

子
②
不
知
徳
子
③
廣
野
て
る
よ
▽
団

体
戦　

①
山
本
緑
・
鈴
木
則
子
・
伴

野
加
代
子
・
大
村
利
子
②
太
田
久

枝
・
郡
厚
子
・
片
渕
和
子
・
不
知
徳

子
③
浅
岡
洋
子
・
福
地
由
紀
子
・
山

本
久
美
子
・
廣
野
て
る
よ

◇
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

①
「
な
ん
ち
ゃ
っ
て
」
チ
ー
ム　

②
「
茶
っ
き
り
」
チ
ー
ム　

③
「
チ
ー
ム
松
井
」
チ
ー
ム

◇
太
極
拳

▽
50
～
54
歳　

①
池
田
照
子
（
清

水
）
②
井
上
薫
（
静
岡
）
③
竹
澤

圭
子（
静
岡
）
▽
55
～
59
歳　

①
高

橋
裕
美（
静
岡
）
②
前
川
勝
利（
湖

西
）
③
佐
藤
し
ず
え（
伊
豆
の
国
）

▽
60
～
64
歳　

①
荻
野
み
ど
り（
沼

津
）
②
横
山
和
子
（
静
岡
）
③
石

田
純
枝
（
掛
川
）
▽
65
～
69
歳　

①
牧
島
祥
子（
藤
枝
）
②
増
田
洋
子

（
焼
津
）
③
伊
藤
恵
二（
函
南
）
▽

70
～
74
歳　

①
仲
南
美
子
（
御
殿

場
）
②
伊
藤
善
之
（
伊
豆
の
国
）

③
上
山
和
子（
静
岡
）
▽
75
～
79
歳

　

①
村
瀬
清
子
（
三
島
）
②
加
藤

貴
代
美（
富
士
）
▽
80
～
84
歳　

①

内
田
良（
島
田
）
▽
85
～
89
歳　

①

元
三
郎（
静
岡
）
▽
団
体
3
人
未
満

①
蓮
露
映
月
（
御
殿
場
）
②
三
音

糖（
中
国
武
術
）
③
推
手
の
友（
御

殿
場
）
▽
団
体
4
人
以
上　

①
剣

華（
中
国
武
術
）
②
蓮
花（
静
岡
）

③
カ
レ
ー
ド
ス
コ
ー
プ（
御
殿
場
）

▽
団
体
10
人
以
上　

①
護
心
挙（
静

岡
）
②
悠
・
剣（
沼
津
）
③
焼
津
公

民
館（
焼
津
）
▽
ね
ん
り
ん
県
予
選

①
沼
津
市
連
盟
悠（
沼
津
）

◇
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

①
パ
ラ
ダ
イ
ス
磐
田
A（
磐
田
）
②

ゆ
り
か
も
め（
焼
津
）
③
S
V
C

三
島（
三
島
）

◇
サ
ッ
カ
ー

①
中
西
部　

②
中
東
部　

③
西
部

◇
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ

▽（
正
装
）ス
タ
ン
ダ
ー
ド　

①
新

野
圭
介
・
新
野
眞
佐
子
①
望
月
正

文
・
中
橋
ハ
ツ
子
③
黒
岩
伸
一・
黒
岩

秀
子
▽（
正
装
）ラ
テ
ン　

①
中
田

明
宏
・
藤
原
由
子
②
菊
地
行
雄
・
三

村
久
代
③
黒
岩
伸
一・
黒
岩
秀
子
▽

（
平
服
）ラ
テ
ン　

①
山
下
育
夫
・
伊

藤
き
み
子
②
加
藤
功
・
大
場
ナ
ミ
子

◇
ボ
ウ
リ
ン
グ

▽
マ
ス
タ
ー
ズ【
男
子
】
①
加
藤
剛

重（
静
岡
）
②
井
本
勝
利（
静
岡
）

③
遠
藤
稔（
静
岡
）
▽
マ
ス
タ
ー
ズ

【
女
子
】
①
上
口
な
み
子（
御
殿
場
）

②
板
垣
愛
子（
静
岡
）
③
鈴
木
さ
か

え（
下
田
）
▽
グ
ラ
ン
ド　

①
伏
見

力
太
郎（
静
岡
）
②
伏
見
廣
子（
静

岡
）
③
佐
久
間
和
子（
東
伊
豆
）

◇
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

▽
ラ
リ
ー
戦　

①
韮
山
ク
ラ
ブ
②

牧
之
原
グ
リ
ー
ン
③
沼
津
ク
ラ

ブ
▽
団
体
戦
1
位
グ
ル
ー
プ　

①

S
A
K
U
R
・
み
な
と
②
韮
山
ク
ラ

ブ
③
沼
津
ク
ラ
ブ
▽
団
体
戦
2
位
グ

ル
ー
プ　

①
函
南
ク
ラ
ブ
②
牧
之

原
オ
レ
ン
ジ
③
向
笠
B
T
C
▽
団

体
戦
3
位
グ
ル
ー
プ　

①
牧
之
原

グ
リ
ー
ン
②
八
重
姫
牧
之
原
て
ら
こ

や
③
袋
井
東
B
T

◇
軟
式
野
球

①
三
島
N
S
ク
ラ
ブ（
三
島
）
②

浜
松
倶
楽
部（
浜
松
）
③
中
遠
ク
ラ

ブ（
掛
川
）
③
静
岡
ス
ピ
リ
ッ
ツ
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ（
静
岡
）

◇
タ
ー
ゲ
ッ
ト・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

【
男
子
】　

①
伊
藤
宣
夫
（
静
岡
）

②
秋
山
尚
之（
静
岡
）
③
松
本
幸
司

（
静
岡
）
【
女
子
】　

①
中
村
喜
美

子（
静
岡
）
②
鈴
木
喜
美
恵（
静
岡
）

③
永
松
清
乃（
静
岡
）

◇
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

①
藤
田
和
男（
湖
西
）
②
水
野
元
夫

（
浜
松
）
③
伊
藤
伸（
磐
田
）

◇
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

【
男
子
】　

①
大
石
多
津
雄（
伊
東
）

②
石
井
和
男（
伊
東
）
③
能
任
好
達

（
伊
東
）
【
女
子
】　

①
向
笠
勝
代

（
清
水
）
②
粟
飯
原
久
子（
伊
東
）

③
井
上
妙
子（
伊
東
）

◇
囲
碁

▽
選
手
権
戦　

①
江
面
雄
次（
清
水
）

②
田
代
公
美（
小
山
）
③
井
上
邦
彦

（
三
島
）
③
榛
葉
恒
治（
掛
川
）

◇
将
棋

▽
A　

①
宇
藤
敬
行
（
磐
田
）
②

有
泉
弘
光（
富
士
宮
）
③
八
木
和
利

（
焼
津
）
▽
B　

①
粟
野
利
夫（
藤

枝
）
②
横
山
渡
（
牧
之
原
）
③
中

村
洋
久（
富
士
宮
）
▽
C　

①
柴
田

和
洋（
藤
枝
）
②
池
谷
生
馬（
藤
枝
）

③
小
松
茂
雄（
島
田
）

◇
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

【
静
岡
県
】　

①
渡
辺
正
幸（
掛
川
）

②
西
川
信
雄（
藤
枝
）
③
宮
崎
道
雄

（
焼
津
）
【
静
岡
市
】　

①
永
田
勝

弘（
静
岡
）
②
村
岡
忠
好（
静
岡
）

③
望
月
寿（
静
岡
）

◇
オ
セ
ロ

①
藤
田
光
一（
浜
松
）
②
杉
山
光
昭

（
静
岡
）
③
杉
山
暁
美（
静
岡
）

◇
か
る
た

▽
Ⅰ
部（
60
歳
以
上
）　

①
野
秋
郁
夫

（
沼
津
）
②
小
島
嘉（
富
士
）
③
宮

川
征
一（
沼
津
）
▽
Ⅱ
部（
50
～
59
歳
）

　

①
小
島
政
代（
富
士
）
②
川
合
裕

子（
沼
津
）
③
鈴
木
典
子（
浜
松
）
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因
と
し
て
は
、
何
も
な
い
場
所
で
の
、
ス
リ
ッ

プ
・
つ
ま
づ
き
及
び
よ
ろ
め
き
に
よ
る
同
一
平

面
上
で
の
転
倒
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
転
倒
し
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う

高
齢
者
が
転
倒
す
る
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
要
因
と
し
て
は
、
①
身
体
的
要
因
、
②
環

境
要
因
の
２
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
①
身
体
的

要
因
は
、
筋
力
低
下
、
バ
ラ
ン
ス
反
応
の
低
下
、

視
力
の
低
下
、
知
的
機
能
の
低
下
（
注
意
障
害
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
②
環
境
要
因
は
段
差
・
手

す
り
が
な
い
、
滑
り
や
す
い
床
、
冬
に
な
る
と

厚
着
や
敷
物
が
増
え
る
こ
と
な
ど
の
物
理
的
要

因
と
、
介
護
者
不
足
と
い
っ
た
人
的
要
因
が
あ

り
ま
す
。
中
で
も
、
筋
力
の
低
下
は
転
倒
の
危

険
性
が
４
倍
以
上
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
転
倒
状
況

こ
の
度
、
世
界
最
高
齢
で
エ
ベ
レ
ス
ト
登

頂
を
果
た
し
た
三
浦
雄
一
郎
さ
ん
は
、
３
年

前
に
ス
キ
ー
場
か
ら
道
路
に
落
ち
て
骨
盤
を

折
る
大
怪
我
を
し
ま
し
た
。
平
成
23
年
度
の

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
年
間
７
千

人
を
上
回
る
人
が
転
倒
事
故
で
命
を
落
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
約
８
割
が
60
歳
以
上
の
方

で
す
。
い
ま
や
、
そ
の
死
亡
者
は
交
通
事
故

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

転
倒
か
ら
骨
折
、
寝
た
き
り
へ

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
原
因
の
10
%
が
骨

折
・
転
倒
で
す
。
骨
折
は
上
半
身
よ
り
下
半
身

の
方
が
多
く
、
男
性
よ
り
女
性
の
方
が
骨
折
を

し
や
す
く
症
状
も
重
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
原

 小木曽　弘さんプロフィール
1987年
　岐阜リハビリテーション専門学院卒業
静岡県立総合病院就職

1997年
　3 学会合同呼吸療法認定士取得

2002 年
　学位取得

2004 年
　心臓リハビリテーション指導士取得

2010 年
　日本理学療法士協会
「運動器専門理学療法士・内部障害
理学療法専門理学療法士取得」

健康はつらつゼミ

転
倒
予
防
に
対
す
る
運
動
療
法

転
倒
予
防
に
対
す
る
運
動
療
法
は
、
ス
ト

レ
ッ
チ
運
動
・
筋
力
強
化
訓
練
・
バ
ラ
ン
ス

訓
練
・
歩
行
訓
練
（
有
酸
素
運
動
）
で
構
成

さ
れ
ま
す
。

⑴
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動

ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
は
筋
を
伸
ば
し
、
関
節

を
動
か
し
や
す
く
し
、
ま
た
、
体
の
柔
軟
性

を
高
め
ま
す
。
筋
力
強
化
訓
練
や
有
酸
素
運

動
後
の
整
理
体
操
と
し
て
行
え
ば
、
疲
労
を

取
り
除
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
の
ポ
イ
ン
ト

①
伸
ば
す
筋
肉
を
意
識
し
な
が
ら
行
う
。

②
は
ず
み
を
つ
け
ず
ゆ
っ
く
り
伸
ば
す
。（
目

安
30
秒
）
③
痛
み
の
な
い
範
囲
で
そ
の
姿
勢

独
立
行
政
法
人　

静
岡
県
立
病
院
機
構

静
岡
県
立
総
合
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

小お

ぎ

そ
木
曽　

弘ひ
ろ
し 

さ
ん

生
活
の
質
の
向
上
を
目
指
し
た

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
る

運動療法で転倒予防を
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ポ
ー
ル
を
使
う
と
、
支
持
面
積
が
広
が
り
転
倒

予
防
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
膝
関
節
・
股
関
節

へ
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
目

線
を
上
げ
前
方
に
お
く
。
太
も
も
か
ら
し
っ
か

り
動
か
す
。
近
年
の
研
究
で
は
、
老
化
現
象
の

原
因
の
一
つ
に
加
齢
に
よ
る
炎
症
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
炎
症
が
老
化
を
促

進
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

に
代
表
さ
れ
る
中
程
度
の
強
度
（
背
中
に
薄
ら

と
汗
を
か
く
程
度
）
に
よ
る
有
酸
素
性
運
動
の

継
続
に
は
抗
炎
症
作
用
が
あ
り
ま
す
。

運
動
療
法
の
注
意
点

①
無
理
を
し
な
い
。
運
動
量
や
回
数
は
、

そ
の
日
の
体
調
に
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
②

水
分
を
こ
ま
め
に
と
る
。
脱
水
や
熱
中
症
予

防
に
、
の
ど
が
渇
く
前
に
水
分
を
取
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
、
運
動
療
法
の
効
果
は
す
ぐ
に
は

現
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
三
浦
雄
一
郎
さ
ん

が
運
動
療
法
の
効
果
を
証
明
し
て
く
れ
ま
し

た
。
継
続
的
に
行
え
ば
必
ず
効
果
が
あ
り
ま

す
。
も
う
歳
だ
か
ら
と
あ
き
ら
め
ず
に
今
日

か
ら
転
倒
予
防
訓
練
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。

健
康
寿
命
を
伸
ば
し
、
あ
な
た
ら
し
い
人
生

を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

⑶
バ
ラ
ン
ス
訓
練

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
能
力
と
し
っ
か
り
支
え

る
筋
力
の
両
方
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
バ
ラ

ン
ス
訓
練
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
机
や
手
す
り
な

ど
に
つ
か
ま
っ
た
状
態
で
行
い
ま
し
ょ
う
。
②

最
初
は
そ
の
状
態
を
維
持
す
る
静
的
バ
ラ
ン
ス

訓
練
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。
③
太
極
拳
の
よ
う

に
ゆ
っ
く
り
動
か
す
動
的
バ
ラ
ン
ス
訓
練
へ
と

進
め
ま
し
ょ
う
。（
図
３
）片
足
立
ち
保
持
訓
練
。

徐
々
に
時
間
を
延
長
し
て
く
だ
さ
い
。

⑷
歩
行
訓
練
（
有
酸
素
運
動
）

歩
行
訓
練
で
体
力
を
向
上
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

歩
行
訓
練
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
杖
や
登
山
用
の
ス

ト
ッ
ク
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

を
保
つ
。
④
呼
吸
は
自
然
に
し
て
止
め
な
い
。

特
に
足
関
節
の
背
屈
（
上
に
反
る
）
可
動
性

は
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
の
に
大
変
重
要
で
す
。

念
入
り
に
行
い
ま
し
ょ
う
。（
図
１
）

⑵
筋
力
強
化
訓
練

加
齢
に
伴
う
筋
力
低
下
の
予
防
・
向
上
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
筋
力
強
化
訓
練
の
ポ
イ

ン
ト
は
、
①
呼
吸
は
自
然
に
し
て
止
め
な
い
。

（
血
圧
上
昇
予
防
）、
②
ゆ
っ
く
り
し
た
運
動
で

行
う
。
加
齢
に
よ
り
、
素
早
く
収
縮
す
る
能

力
に
す
ぐ
れ
た
速
筋
繊
維
が
委
縮
す
る
か
ら

で
す
。
③
回
数
は
各
運
動
を
10
回
１
セ
ッ
ト
と

し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。
翌
日
に
疲
れ
が
な
け
れ

ば
セ
ッ
ト
数
を
増
や
し
て
く
だ
さ
い
。
頻
度

と
し
て
週
に
２
～
３
回
ほ
ど
行
い
ま
し
ょ
う
。

栄
養
療
法
と
併
用
す
る
と
効
果
的
で
す
。（
タ

ン
パ
ク
質
の
摂
取
）（
図
２
）

図1図2-1

図2-2

後ろ側のふくらはぎのストレッチブリッジ運動

足指じゃんけん

下肢伸展挙上訓練

図2-3

大腿四頭筋訓練

図2-4

図2-5

片足立ち保持訓練

図3

腸腰筋訓練

かかと上げ
訓練
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静
岡
県
は
健
康
寿
命
日
本
一

「
健
康
寿
命
」
と
い
う
言
葉
を

ご
存
じ
で
す
か
。

健
康
寿
命
と
は
、
日
常
生
活
に

支
障
が
な
く
、
健
康
で
暮
ら
せ
る

期
間
の
こ
と
で
す
。

昨
年
、
厚
生
労
働
省
か
ら
初
め

て
、都
道
府
県
別
の
健
康
寿
命
（
平

成
22
年
）
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

静
岡
県
の
健
康
寿
命
は
、
何
と
、

男
性
は
全
国
2
位
、
女
性
で
は
全

国
1
位
で
し
た
。
本
県
独
自
試
算

の
男
女
合
計
で
は
、
全
国
1
位
！

静
岡
県
が
、
健
康
寿
命
日
本
一

に
な
っ
た
の
に
は
、
注
１
の
よ
う

な
背
景
が
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
度

行
っ
た
、
健
康
に
関
す
る
県
民
意

識
調
査
か
ら
も
、
長
寿
に
つ
な
が

る
と
考
え
ら
れ
る
生
活
行
動
が
み

え
て
き
ま
し
た
。

健康はつらつゼミ

な
湯
の
み
で
3
～
4
杯
）
以
上
飲

む
人
は
、
飲
ま
な
い
人
に
比
べ
て
、

健
康
感
、
幸
福
感
な
ど
が
高
い
と

い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
（
図
1
）。

こ
れ
は
、
緑
茶
を
茶
葉
で
淹
れ

る
環
境
に
あ
る
、
と
い
う
心
や
環

境
の
余
裕
が
も
た
ら
し
た
結
果
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
一
方

で
、
茶
葉
で
淹
れ
た
緑
茶
を
飲
む

こ
と
に
よ
り
、
心
や
環
境
に
余
裕

を
作
っ
て
い
く
、
と
い
う
面
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。

茶
葉
で
淹
れ
た
お
い
し
い
静
岡

茶
を
飲
む
習
慣
の
な
い
方
は
、
今
後

ぜ
ひ
取
り
入
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が
る

と
考
え
ら
れ
る
生
活
行
動 

②

お
風
呂
に
入
る
際
に
、
シ
ャ

ワ
ー
だ
け
で
す
ま
せ
る
の
で
は
な

く
、
浴
槽
に
入
る
こ
と
の
良
さ
は

広
く
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

今
回
の
調
査
結
果
か
ら
も
、
浴

槽
に
毎
日
入
る
人
は
、
そ
う
で
な
い

人
に
比
べ
て
、
健
康
感
、
幸
福
感
な

ど
が
高
い
結
果
で
し
た
（
図
2
）。

健
康
感
と
幸
福
感

健
康
感
と
い
う
の
は
、
本
人
が

感
じ
る
健
康
状
態
の
こ
と
で
、
疾

病
の
状
況
に
関
わ
ら
ず
、
健
康
感

が
高
い
と
長
寿
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。

幸
福
感
は
、
本
人
が
感
じ
る
幸

福
状
態
の
こ
と
で
、
今
回
は
、
内

閣
府
が
示
し
て
い
る
幸
福
度
指
標

の
１
つ
を
用
い
ま
し
た
。
今
後
、

重
要
視
さ
れ
て
く
る
指
標
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

今
回
、
こ
の
２
つ
に
、
充
分
な

睡
眠
感
を
加
え
た
３
つ
の
項
目
で

健
康
長
寿
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が
る

と
考
え
ら
れ
る
生
活
行
動 

①

緑
茶
を
た
く
さ
ん
飲
ん
で
い
る

静
岡
県
民
で
す
が
、
ど
う
い
う
飲

み
方
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？
「
茶
葉
で
淹
れ
た
緑
茶
」
の

飲
み
方
（
頻
度
、
量
）
を
聞
い
て

み
ま
し
た
。

す
る
と
、
茶
葉
で
淹
れ
た
緑
茶

を
、
毎
日
5
0
0
m
l
（
一
般
的

さ
ら
な
る
健
康
長
寿
を
目
指
し
て

～
健
康
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査
か
ら
～

表1  健康寿命　静岡県と全国の比較

全国 静岡県

男性 70.42 歳 71.68 歳
（全国 2位）

女性 73.62 歳 75.32 歳
（全国 1 位）

男女計
本県が独自に算出

72.13 歳 73.53 歳
（全国 1 位）

静
岡
県
が
健
康
寿
命
日
本
一
に
な
っ
た

背
景

・�

魚
や
野
菜
な
ど
地
場
の
食
材
が
豊
富

で
食
生
活
が
豊
か

・�

全
国
一
の
お
茶
の
産
地
で
、
日
ご
ろ

か
ら
お
茶
を
た
く
さ
ん
飲
ん
で
い
る

・
元
気
に
働
く
高
齢
者
が
多
い

・�

温
暖
な
気
候
か
ら
く
る
穏
や
か
な
県

民
性

注
1
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て
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
元
気
で

い
き
い
き
と
し
た
毎
日
を
お
送
り

く
だ
さ
い
。

静
岡
県
健
康
福
祉
部
健
康
増
進
課

総
合
健
康
班

や
は
り
、
毎
日
浴
槽
に
入
る
こ

と
は
健
康
に
良
い
こ
と
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

組
み
合
わ
せ
て
さ
ら
な
る

健
康
長
寿
を

そ
れ
で
は
、「
茶
葉
で
淹
れ
た

緑
茶
を
毎
日
５
０
０
m
l
以
上
飲

む
」
こ
と
と
、「
浴
槽
に
毎
日
入
る
」

こ
と
を
組
み
合
わ
せ
た
ら
ど
う
な

る
で
し
ょ
う
か
。
す
る
と
、
組
み

合
わ
せ
て
い
る
人
は
、
そ
う
で
な

い
人
に
比
べ
て
、
い
ず
れ
の
項
目

で
も
高
い
結
果
で
し
た
（
図
3
）。

健
康
に
関
係
す
る
生
活
行
動
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
、
さ
ら
な

る
健
康
長
寿
を
目
指
す
に
は
、
よ

り
効
果
的
で
あ
る
可
能
性
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

皆
さ
ま
、
食
事
や
運
動
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
の
社
会
参
加
な
ど
、
ご

自
分
に
あ
っ
た
健
康
法
を
、
す
で
に

実
行
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
結
果
を
、
現
在
の
生
活

習
慣
の
中
に
楽
し
く
取
り
入
れ

〈平成 24 年度健康に関する県民意識調査概要〉

目的：ふじのくに健康増進計画の進行管理を行うとともに、より機動的・効果的な健康づくり施策を今後

展開するための基礎資料とするため、県民の健康に関する意識及び行動などの実態の把握・分析を行う。

対象：県内在住の20歳以上の男女各3,000人の合計 6,000人

調査方法及び調査期間：郵送調査法にて、平成24年11月20日～12月14日の期間で実施

有効回収数（率）：3,011人（50.2％）

2

1.5

1

0.5

0

（オッズ比）

■500ml 未満　■500ml 以上

健康感 幸福感 十分な睡眠感

1.361.36 1.24

1.75

図1  茶葉で淹れた緑茶摂取量と健康感

2

1.5

1

0.5

0

（オッズ比）

■それ以外　■毎日浴槽浴

健康感 幸福感 十分な睡眠感

1.321.32
1.49 1.42

図2  入浴の状況と健康感

2

1.5

1

0.5

0

（オッズ比）

■それ以外　■毎日500ml 以上＋毎日浴槽浴

健康感 幸福感 十分な睡眠感

1.60
1.381.38

1.70

図3  緑茶＋浴槽浴と健康感
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出
向
い
て
の
講
演
を
精
力
的
に
こ

な
し
、
地
域
に
お
い
て
も
「
原
・

浮
島
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
会
」
を
結
成
。
幹
事
と
し
て
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
・
勉
強
会
講
師
・

現
地
ガ
イ
ド
と
、
休
む
暇
も
な
く

大
変
さ
を
楽
し
み
に
置
き
換
え
郷

土
の
た
め
に
奔
走
し
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代�

東
海
道
随
一
の
名

園
で
あ
る
『
帯
笑
園
』
を
有
し
、

ま
た
白
隠
禅
師
の
生
誕
の
地
で
あ

る
歴
史
の
ま
ち
原
、
こ
の
素
晴
ら

し
い
自
然
と
、
歴
史
を
後
世
の
子

供
た
ち
に
語
り
継
ぐ
た
め
望
月
宏

充
さ
ん
は
精
力
的
に
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

（
沼
津
・
北
駿
地
区
生
き
が
い
特
派
員
　
渡
邊
英
機
）

い
か
と
の
一
念
で
50
歳
の
時
か
ら

古
文
書
を
学
び
、
隠
れ
て
い
た
人

物
や
史
跡
を
勉
強
し
、
そ
れ
ら
を

更
に
詳
し
く
掘
り
下
げ
調
べ
て
い

く
た
め
に
、
平
成
８
年
に
郷
土
の

有
志
と
「
原
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
会
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
立
ち
上
げ

後
に
２
代
目
会
長
を
務
め
る
傍
ら

会
の
学
習
講
師
も
務
め
「
原
の
家

号
」・「
原
の
屋
敷
神
と
講
」
の
冊

子
編
集
に
携
わ
り
、
会
の
３
冊
目

の
「
原
の
石
造
物
」
を
調
査
し
て

い
ま
す
。

最
近
で
は
、
小
・
中
学
校
へ
の

出
前
課
外
授
業
の
ほ
か
に
、
高
齢

者
向
け
の
講
演
活
動
や
、「
東
海

道
と
宿
場
」
と
題
し
て
他
市
町
へ

文
化
を
地
元
の
小
・
中
学
校
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
出
前
課
外

授
業
を
熱
心
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
内
容
も
分
か
り
や
す
く
親
し

み
や
す
い
講
義
の
た
め
生
徒
は
熱

心
に
望
月
さ
ん
の
話
に
耳
を
傾
け

受
講
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
心
か
ら
生
ま
れ
故

郷
の
原
を
愛
し
、
将
来
こ
の
地
域

を
背
負
っ
て
立
つ
子
供
た
ち
の
健

全
な
成
長
を
願
い
今
も
な
お
郷
土

に
愛
着
の
持
て
る
人
づ
く
り
に
力

を
注
い
で
い
ま
す
。

望
月
さ
ん
は
、
沼
津
市
の
銀

行
を
退
職
し
た
の
ち
、
家
業
で
あ

る
酒
屋
を
継
ぎ
ま
し
た
が
、
地
域

に
貢
献
で
き
る
こ
と
が
な
に
か
な

東
海
道
原
宿
は
、
江
戸
日
本

橋
を
出
発
し
て
十
三
番
目
の
宿
場

町
と
し
て
参
勤
交
代
の
大
名
行
列

や
、
東
海
道
を
行
き
交
う
旅
人
が

麗
峰
富
士
を
見
な
が
ら
疲
れ
を
癒

し
賑
わ
っ
て
い
た
宿
場
町
で
す
。

沼
津
市
原
在
住
の
望
月
宏
充

さ
ん
（
七
十
四
歳
）
は
、こ
の
原
・

浮
島
地
区
に
ゆ
か
り
の
あ
る
歴
史

上
の
人
物
や
、
史
跡
を
掘
り
起
こ

し
地
元
の
子
供
た
ち
に
ふ
る
里
の

歴
史
・
文
化
を
理
解
し
て
も
ら
お

う
と
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
望

月
さ
ん
は
歴
史
を
通
じ
て
未
来
に

繋
が
る
街
づ
く
り
に
役
立
て
た
い

一
念
で
郷
土
史
研
究
に
心
血
を
注

ぎ
、
郷
土
に
根
付
い
て
き
た
歴
史
・

望も
ち
づ
き月　

宏ひ
ろ
み
つ充 

さ
ん

（
沼
津
市
　
原
）

郷
土
の
歴
史
を
ひ
も
と
き

未
来
の
子
供
た
ち
へ

地域密着情報　特派員だより①

観光ボランティアガイド活動写真

課外授業風景（望月さん提供）
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メ
雑
誌
に
載
り
、
バ
ス
ツ
ア
ー
の

コ
ー
ス
に
も
入
っ
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
に
は
、
ふ
じ
の
く
に

の
食
文
化
の
創
造
に
貢
献
し
て
い

る
「
ふ
じ
の
く
に
食
の
都
づ
く
り

仕
事
人
」
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

最
近
は
石
本
さ
ん
宅
に
保
存

さ
れ
て
い
た
古
文
書
寛
永
７
年
の

「
四
季
献
立
指
南
」
の
再
現
に
料

理
人
と
取
り
組
み
、
旬
の
食
材
だ

け
を
使
っ
た
指
南
書
は
現
代
の
食

生
活
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

水
窪
の
食
文
化
を
通
じ
て
水
窪
の

自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
も

ら
い
た
い
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

（
浜
松
北
部
地
区
生
き
が
い
特
派
員
　
伊
藤
　
知
代
子
）

創
造
に
し
た
い
と
「
そ
ば
・
つ
ぶ

食
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環

で
新
し
い
雑
穀
料
理
を
研
究
し
、

一
般
市
民
、
教
師
や
子
供
達
に
料

理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
石
本

さ
ん
宅
に
も
遠
方
か
ら
多
く
の
人

達
が
雑
穀
料
理
を
習
い
に
来
る
よ

う
に
な
り
、
雑
穀
料
理
を
食
べ
る

店
が
欲
し
い
と
の
要
望
が
た
く
さ

ん
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
の
ひ
と

つ
と
な
り
、
築
百
十
年
の
自
宅
を

改
装
し
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
「
つ
ぶ

食
い
し
も
と
」
を
平
成
16
年
に
開

業
し
ま
し
た
。
雑
穀
を
使
っ
た
新

し
い
料
理
と
手
作
り
の
加
工
品
を

使
っ
た
田
舎
料
理
は
好
評
で
グ
ル

昔
か
ら
地
元
に
あ
る
水
窪
な
ら

で
は
の
農
産
物
を
守
り
、
伝
え
て

い
か
な
け
れ
ば
と
い
う
思
い
が
強

く
な
っ
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

水
窪
に
は
、
水
窪
じ
ゃ
が
芋
、

栃
の
実
、
雑
穀
等
を
使
っ
た
郷
土

料
理
が
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、
食

生
活
の
洋
風
化
や
簡
便
化
が
進

み
郷
土
料
理
を
す
る
人
が
少
な
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
雑
穀
は

自
家
用
に
栽
培
す
る
人
も
少
な
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。

県
の
後
押
し
で
雑
穀
を
見

直
し
、
お
年
寄
り
の
能
力
や
経
験

を
活
用
し
山
間
地
な
ら
で
は
の
農

業
の
振
興
を
図
り
、
単
な
る
伝
統

食
の
復
活
で
な
く
、
新
し
い
食
の

「
山
村
生
ま
れ
の
山
村
育
ち
で
、

一
度
も
都
会
生
活
に
あ
こ
が
れ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
、
自
然
が
大

好
き
で
す
」
と
語
る
の
は
、
四
季

の
移
り
変
わ
り
を
全
身
で
感
じ
な

が
ら
、
自
営
の
林
業
と
少
し
の
田

畑
を
耕
す
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の

店
主
の
水
窪
に
住
む
石
本
静
子
さ

ん
73
歳
で
す
。

昭
和
52
年
に
農
家
の
主
婦
を

中
心
に
10
人
の
仲
間
が
集
ま
り
、

「
向
市
場
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
」

を
結
成
し
ま
し
た
。
食
生
活
の

改
善
や
特
産
品
の
開
発
、
都
市

と
農
村
の
交
流
等
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
又
、
県
内
外
の
研
修
会
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
く
中
で
、

石い
し
も
と本　

静し
ず
こ子 

さ
ん

（
浜
松
市
天
竜
区
）

水
窪
の
味
を
伝
え
た
い

地域密着情報　特派員だより②

指南書の復元にむけて

雑穀と栃の実
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そ
ん
な
時
名
古
屋
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
き
ず
な
の
会
」
の
活
動

を
知
り
ま
し
た
。
身
寄
り
の
な

い
高
齢
者
や
障
害
者
を
会
員
と

し
て
、
24
時
間
態
勢
で
、
身
元

保
証
や
入
院
、
手
術
の
付
き
添

い
、
葬
儀
、
納
骨
ま
で
家
族
に

代
わ
っ
て
行
っ
て
い
る
の
で
す
。

「
よ
し
こ
れ
だ
、
静
岡
に
も
こ

の
活
動
が
絶
対
必
要
だ
」、
思
い

立
つ
と
気
に
な
っ
て
仕
方
が
あ

り
ま
せ
ん
。
教
育
の
世
界
し
か

知
ら
な
い
自
分
に
や
れ
る
能
力

が
有
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

テ
ニ
ス
や
登
山
を
止
め
れ
ば
暇

と
体
力
は
あ
り
ま
す
。
躊
躇
い

も
あ
り
ま
し
た
が
、
頭
の
中
で

え
て
滞
在
し
ま
し
た
が
、
毎
日

が
新
鮮
で
充
実
し
て
い
ま
し
た
。

多
分
リ
タ
イ
ア
生
活
の
中
で
の

仕
事
の
た
め
、
心
に
余
裕
が
あ
っ

た
か
ら
で
し
ょ
う
。

帰
国
し
て
か
ら
は
テ
ニ
ス
、

登
山
、
旅
行
、
パ
ソ
コ
ン
に
明

け
暮
れ
る
日
々
で
し
た
。
し
か

し
、
１
年
も
経
つ
と
そ
れ
ら
は

日
常
的
に
な
り
過
ぎ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
市
の
国
際
友
好
協
会

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
係

わ
り
ま
し
た
が
、
燃
焼
し
た
と

ま
で
は
言
え
ま
せ
ん
。

転
機
と
な
っ
た
の
は
民
生
委

員
と
な
り
、
地
域
と
の
係
わ
り

が
深
ま
っ
て
か
ら
で
す
。
地
域

も
高
齢
化
が
加
速
し
、
高
齢
者

世
帯
は
も
と
よ
り
独
居
高
齢
者

も
か
な
り
い
て
、
巡
回
訪
問
の

合
間
に
病
院
へ
送
迎
し
た
り
、

福
祉
施
設
へ
の
入
所
申
請
に
同

行
し
た
り
、
障
害
者
手
帳
の
申

請
で
市
と
折
衝
し
た
り
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
入
院
や
施
設

入
所
時
の
身
元
保
証
ま
で
背
負

い
込
む
と
な
る
と
個
人
と
し
て

の
限
界
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
て
み
る
と
、
ま
だ
若
い
。
あ
ま

り
に
若
す
ぎ
る
、
も
っ
と
何
か
有

意
義
な
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
と

思
い
立
ち
、
何
度
も
折
衝
し
て
、

２
年
間
上
海
の
大
学
で
教
壇
に

立
つ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

学
生
の
向
学
心
は
と
て
も
旺

盛
で
そ
れ
に
応
え
よ
う
と
休
日

も
街
歩
き
を
控
え
て
、
指
導
の

準
備
に
集
中
し
ま
し
た
。
教
科

書
を
自
ら
編
集
し
、
中
国
人
教

師
用
の
指
導
書
ま
で
も
作
成
し

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
人
生
初
の

経
験
で
し
た
。

学
生
や
若
手
教
師
と
の
交
流

が
楽
し
く
て
、
予
定
を
２
年
超

リ
タ
イ
ア
生
活
は
自
分
を
生

か
す
た
め
の
絶
好
の
機
会
で
す
。

そ
れ
は
「
終
わ
り
の
な
い
夏
休

み
」
の
よ
う
な
も
の
、
十
分
時

間
を
使
え
ま
す
し
、
腰
を
据
え

て
取
り
組
め
ば
何
か
事
を
成
す

こ
と
も
容
易
で
す
。
趣
味
や
運

動
、
地
域
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
活
動
で
自
分
を
輝
か
せ
、
新

し
い
自
分
を
見
つ
け
る
こ
と
が

出
来
る
で
し
ょ
う
。

私
は
現
在
72
歳
、
元
高
校
教

師
で
す
。
定
年
後
は
テ
ニ
ス
や

登
山
を
思
う
存
分
に
と
楽
し
み

に
し
て
い
ま
し
た
が
、
い
ざ
退
職

山や
ま
ざ
き崎　

道み
ち
お生 

さ
ん

（
藤
枝
市
）

第13回 熟年メッセージ大会 準グランプリ作品

「終わりのない夏休み」 

高齢者フォーラム主催
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第
14
回
熟
年
メ
ッ
セ
ー
ジ

大
会
作
品
募
集

人
生
い
ろ
い
ろ
。
ま
だ
ま

だ
こ
れ
か
ら
。
今
こ
そ
熟
年
の

元
気
を
発
信
し
ま
せ
ん
か
！

詳
細
は
23
ペ
ー
ジ
の
財
団

だ
よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
い
体
力
が
生
み
出
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

若
い
う
ち
か
ら
ダ
イ
エ
ッ

ト
で
美
を
求
め
る
の
も
い
い
で

し
ょ
う
が
、そ
れ
よ
り
は
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
体
幹
を
鍛
え
て
体
力

を
つ
け
て
お
く
こ
と
の
方
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
誰

に
も
や
が
て
来
る
夏
休
み
の
中

で
、
自
分
の
思
い
や
考
え
を
行

動
に
移
し
、
そ
し
て
実
現
し
、

日
々
を
充
実
し
て
暮
ら
す
た
め

の
大
き
な
礎
に
な
る
と
私
は
確

信
し
て
い
ま
す
。

私
の
「
夏
休
み
」
は
ま
だ
ま

だ
続
き
ま
す
。

機
微
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

教
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
々
あ
り

ま
し
た
。

未
知
の
福
祉
の
世
界
で
し
た

が
、
日
を
重
ね
る
う
ち
に
、
福
祉

施
設
情
報
、
関
係
の
法
令
、
生

活
保
護
法
や
埋
葬
法
の
内
容
ま

で
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

私
の
リ
タ
イ
ア
生
活
つ
ま
り

「
夏
休
み
」
は
「
無
か
ら
有
」
を

生
み
出
し
た
だ
け
で
な
く
、
新

し
い
自
分
を
生
み
出
し
た
期
間

で
も
あ
り
ま
し
た
。

概
し
て
人
は
み
な
誰
で
も
思

い
、
考
え
る
こ
と
は
良
く
し
ま

す
。
そ
の
能
力
で
は
人
に
大
差

が
あ
り
ま
せ
ん
。
行
動
す
る
か

否
か
で
差
が
出
る
の
で
す
。
そ

の
行
動
を
生
み
出
し
持
続
す
る

に
は
体
力
が
必
要
で
す
。
そ
し

て
そ
の
体
力
は
ど
こ
か
ら
生
ま

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

皆
様
も
ご
ら
ん
に
な
っ
た

で
し
ょ
う
。
あ
の
障
害
者
の
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
水
泳
と
か
車

椅
子
レ
ー
ス
で
も
見
ら
れ
ま
し

た
が
手
と
か
足
に
ダ
メ
ー
ジ
が

あ
っ
て
も
体
の
根
幹
と
い
う
べ

き
強
靭
な
体
幹
か
ら
信
じ
ら
れ

そ
れ
か
ら
４
年
、
早
朝
の
緊

急
呼
び
出
し
で
家
に
駆
け
つ
け

脳
血
栓
で
倒
れ
た
会
員
を
救
急

車
で
入
院
さ
せ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
癌
を
患
う
高
齢
者
を
入
院

さ
せ
手
術
に
立
ち
会
っ
た
り
、
生

活
保
護
を
受
け
て
い
る
会
員
の

転
居
の
身
元
保
証
や
引
越
し
の

世
話
な
ど
も
し
ま
し
た
。
既
に
７

人
の
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
り

ま
し
た
が
全
て
喪
主
と
し
て
、
手

厚
く
お
送
り
し
ま
し
た
。

葬
儀
や
納
骨
に
も
心
配
が
要

ら
な
い
こ
と
を
知
っ
て
ほ
っ
と
す

る
人
達
が
多
い
で
す
。
い
ず
れ
も

子
供
や
、
兄
弟
な
ど
を
頼
れ
な

い
、
ま
た
は
頼
り
た
く
な
い
と
言

う
人
々
で
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
は
じ
め
と
し
て
多

く
の
マ
ス
コ
ミ
が
何
度
も
特
集
番

組
で
報
道
し
た
こ
と
も
あ
り
、
活

動
は
地
域
に
浸
透
し
、
会
員
は

既
に
想
定
も
し
な
か
っ
た
１
３
０

～
１
４
０
人
を
超
え
る
大
き
な
組

織
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
４
年
間
の
充
実
感
は
格

別
で
し
た
。
高
齢
の
私
が
高
齢

者
を
支
援
す
る
、
そ
の
こ
と
に
全

く
違
和
感
は
あ
り
ま
せ
ん
。
逆

に
面
談
な
ど
で
人
生
の
苦
し
さ
、

考
え
て
い
る
だ
け
で
は
先
に
進

み
ま
せ
ん
。
無
か
ら
有
を
生
み

出
す
こ
と
へ
の
挑
戦
、
私
は
思
い

切
っ
て
リ
タ
イ
ア
生
活
を
変
え

る
覚
悟
を
し
ま
し
た
。

１
年
か
け
て
関
係
先
に
粘
り

強
く
交
渉
し
、
壁
に
跳
ね
返
さ

れ
な
が
ら
も
一
つ
ず
つ
乗
り
越

え
、
準
備
を
進
め
、
行
政
や
地

域
の
方
の
多
く
の
協
力
を
得
て

２
０
０
９
年
１
月
に
「
き
ず
な
の

会
静
岡
事
務
所
」
を
開
設
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

きずなの会静岡
メンバーズサロン
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５ＡＤＡＹ（ファイブ・ア・デイ）食育体験ツアー
たりてる？ 食べてる？ ふじのくにのベジタブル

ポスター・標語・川柳コンクール作品募集
第11回しずおか健康創造21

5 A DAY（ファイブ・ア・デイ）は、「1日5皿（350g）以上の野菜と200gの果物を食べよう」をスロー
ガンとする健康増進運動です。ファイブ・ア・デイ協会とスーパーマーケット、しずおか健康いきいき
フォーラム21が連携し、小学生や、幼児を対象に「見て、触れて、食べる」食育体験学習を実施しています。

ポスター（小中高のみ）・標語・川柳は、県内在住又は通勤の方が応募可能です。
標語・川柳の応募数は各テーマ1人2点までとします。部門ごとに、1名の最優秀賞、若干名の優秀賞を

選定し賞品を差し上げます。提出期限は平成25年9月4日必着です。今年は是非あなたも挑戦してください！
　応募方法は①氏名（ふりがな）②年齢③性別④住所（郵便番号）⑤電話番号⑥標語、川柳部門の明記をし、ハガキ又は
FAX，ホームページの応募画面にて受付けます。ふるってご応募ください。優秀作品は県内各地で展示します。

バランスの良い食事のとり方を学びます。
何を食べると身体に良いのかな？？

　毎月19日は食育の日です。もう一皿、野菜料理を食べましょう！家族そろって健康生活
をおくれるよう、一汁三菜“ 和”の食事を中心にバランスよくしっかり食べませんか!!

テーマ1 健康診断

いつまでも元気でいてほしいから
～わたしのため、ぼくのために受けて健康診断！！～

テーマ2 受動喫煙防止

きれいな空気を「ありがとう」
～大人へのメッセージ～

標　語 川　柳

〒420-0856 静岡市葵区駿府町1番70号  （公財）しずおか健康長寿財団

しずおか健康いきいきフォーラム21事務局 あて
［電話番号］ 054-253-5570  ［FAX］ 054-253-4222（8：30～17：15 土・日・祝日除く）
［ホームページ］ http://www.sukoyaka.or.jp/ikiiki21

応募・
問い合わせ先

さぁ食べよう みんなであいさつ いただきます
静岡市立長田南小学校　松下さん

食
育

昨年の最優秀作品を紹介します。テーマは食育と健康診断でした。

健診は  元気なくらしの  道しるべ
湖西市　石田さん

健
康

診
断

ママの味  やる気スイッチ  朝ごはん
静岡市立長田南小学校　櫻井さん

「どうだった？」  たずねる妻に  Ｖサイン
藤枝市　原田さん

けん こう しん だん

げんき

う

スーパーマーケットの野菜売り場で、見て、さわって
学べる体験型教室です。サラダ作りの学習もできます。
お孫さんへの学習にはうってつけ！おすすめです。

さわやか 21
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介護保険制度の活用
①住宅環境の整備
②サービスの活用
③福祉用具の入手

快適な居場所づくり
住み慣れた自宅は、過去の思
い出がしみ込んでいて、最も心
を安定させます。ここには居
場所があり、家人としての役割
も持っています。

家族への配慮
①福祉用具を導入する場合、家
族も不自由なく一緒に生活で
きるという視点を持ちます。
②一人で頑張り過ぎず、家族で
話し合いましょう。

介護負担の軽減
無駄な動線を減らすために、
使用物品は手の届く位置に準
備してから始めます。

感染予防
介護の前後には、手洗い、うが
いをし、マスクやエプロンの着
用で、感染予防をしましょう。

機能低下の防止
長期間寝たままによる、心と身
体の機能低下を防ぎましょう。

（執筆：静岡県介護福祉士会　副会長　飯田 泰子）

～家庭介護で困らないために～
心構え編

介護する人、される人が共に元気に過ごすためのヒント

高齢化が進んでいる中、誰もが家庭で高齢の親の介護をすることに
迫られる可能性が増しています。そんな時の心構えを考えましょう。

介護の基本姿勢は、介護を受ける本人の「できる」を維持すること又は、増やすことを考えます。
言い換えれば、周りが「してあげたい」ではなく、本人が「どのようになりたいか」が重要な
ポイントです。本人の可能な限り自立した生活を営むことを支えるため、先ずは、近くの地域
包括支援センターなどに前もって相談してみましょう。

何の準備をしたら
良いのかな？

我が家での介護
大丈夫かな？

やさしい介護
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いきいき掲示板
「はつらつネットふじのくに」会員事業レポート

地
場
産
品
を
豊
富
に
活
用
し
た
ラ

ン
チ
を
満
喫
し
ま
し
た
。
12
日
・

15
日
は
富
士
山
と
駿
河
湾
、
三
保

半
島
が
見
え
、
景
色
を
堪
能
。

そ
の
後
、
県
立
美
術
館
で
学
芸

員
の
説
明
を
受
け
、「
第
16
回
静
岡

県
す
こ
や
か
長
寿
祭
美
術
展
」
の

力
作
約
３
５
０
作
品
と
常
設
展
、

屋
外
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
を
鑑
賞
し
、

心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
１
日
で

し
た
。

「
は
つ
ら
つ
ネ
ッ
ト
ふ
じ
の
く
に
」
＆

「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
健
康
講
座
」
の
合
同

特
別
企
画
に
よ
り
、「
県
立
美
術
館

芸
術
鑑
賞
と
日
本
平
ホ
テ
ル
ラ
ン
チ

と
歩
き
の
講
座
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
は
3
日
に
分
け
、
総
勢
２
１
１

名
（
大
型
バ
ス
5
台
）
と
、
多
く
の

方
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昨
年
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
日
本
平
ホ
テ
ル
で
、
静
岡
産

業
大
学　

館
俊
樹
准
教
授
に
よ
る
わ

か
り
や
す
い「
歩
き
の
講
座
」の
あ
と
、

県
立
美
術
館
芸
術
鑑
賞
と

日
本
平
ホ
テ
ル
ラ
ン
チ
と
歩
き
の
講
座

3
月
12
日
・
14
日
・
15
日

イ
ル
や
、
古
便
器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、

テ
ラ
コ
ッ
タ
な
ど
見
応
え
が
あ
り
、

も
っ
と
じ
っ
く
り
と
見
て
い
た
い
と

の
要
望
も
あ
り
ま
し
た
。

午
後
の
や
き
も
の
散
歩
道
で
は
、

登
窯
（
10
本
煙
突
）
を
初
め
、
土

管
坂
、
デ
ン
デ
ン
坂
な
ど
、
や
き

も
の
の
雰
囲
気
を
味
わ
い
な
が
ら
見

学
。
参
加
の
皆
様
は
、
お
気
に
入

り
の
お
店
で
、
良
い
お
買
い
も
の
が

出
来
た
と
、
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

全
日
程
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
久

し
振
り
の
「
雨
無
し
」
で
の
催
行
と

な
り
ま
し
た
が
・
・
・
初
日
は
、
帰

路
が
交
通
事
故
渋
滞
に
巻
き
込
ま

れ
、
２
時
間
遅
れ
の
到
着
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。（
到
着
が
遅
れ
ま
し
た

が
、
皆
様
の
御
協
力
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。）

�

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
ラ
イ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
は
、
職
員
の
説
明
を
受
け
た
後
、

自
由
行
動
。
世
界
の
美
し
い
装
飾
タ

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
ラ
イ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と

常
滑
や
き
も
の
散
歩
道

4
月
11
日
・
16
日
・
19
日

お楽しみのランチの前に歩きの講座

INAX ライブミュージアム

館先生による役に立つ講座

やきもの散歩道にて
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いきいき掲示板
「はつらつネットふじのくに」会員事業レポート

入
江
長
八
の
傑
作
「
千
羽
鶴
」
が

印
象
的
。
長
八
記
念
館
で
は
、「
八

方
に
ら
み
の
龍
」
の
説
明
を
じ
っ
く

り
と
聞
く
こ
と
が
出
来
た
。「
ま
つ

ざ
き
荘
」
の
昼
食
も
好
評
。
バ
ラ

の
咲
き
誇
る
「
河
津
バ
ガ
テ
ル
公

園
」で
、テ
レ
ビ
取
材
を
受
け
た
り
、

バ
ラ
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
た
り

と
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過

ご
せ
た
。」
会
員
様
か
ら
の
う
れ
し

い
御
意
見
で
し
た
。

全
日
程
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
4

月
事
業
に
続
い
て
「
雨
無
し
」
で
の

催
行
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
中
部
地

区
の
皆
様
に
多
く
の
御
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
行
き
の
休
憩
は
、
新

東
名
沼
津
Ｓ
Ａ
、
土
肥
金
山
、
帰
り

は
、
江
間
い
ち
ご
大
福
、
新
東
名
清

水
Ｓ
Ａ
と
、
普
段
と
違
っ
た
立
ち
寄

り
先
が
好
評
で
し
た
。

�

「
岩
科
学
校
で
は
、
洋
風
建
築
と

な
ま
こ
壁
、
階
上
客
室
内
欄
間
に
は
、

明
治
の
街
並
散
策
「
松
崎
町
」
か
ら

バ
ラ
の
香
り
が
誘
う
河
津
バ
ガ
テ
ル
公
園

5
月
10
日
・
14
日

３
ｍ
近
い
横
ズ
レ
の
跡
を
見
て
び
っ

く
り
。
伊
豆
日
日
新
聞
の
取
材
を

受
け
な
が
ら
ジ
オ
ガ
イ
ド
の
説
明

に
く
ぎ
付
け
で
し
た
。
オ
ラ
ッ
チ
ェ

内
で
は
、
半
数
近
い
会
員
様
が
、

腕
を
振
っ
て
（
実
は
、
腕
を
振
り

振
り
し
て
）
バ
タ
ー
作
り
に
挑
戦
、

楽
し
み
ま
し
た
。
帰
り
は
、
中
伊

豆
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
職
員
か
ら
ワ
イ

ン
製
造
工
程
を
学
び
、
試
飲
等
楽

し
み
な
が
ら
の
、
お
土
産
タ
イ
ム

も
好
評
で
し
た
。

酪
農
王
国
オ
ラ
ッ
チ
ェ
で
の
初
め
て

の
企
画
「
丹
那
茶
の
お
茶
摘
み
体
験
」

を
、
地
元
の
無
農
薬
栽
培
農
家
「
岩

木
製
茶
」
様
の
ご
協
力
に
よ
り
行
い

ま
し
た
。
お
茶
摘
み
後
は
、歴
史
あ
る

「
長
光
寺
」
を
訪
問
。
こ
こ
で
は
住

職
の
楽
し
い
お
話
と
、
ご
自
身
が
描

か
れ
た
お
地
蔵
様
の
大
き
な
地
上
絵

が
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

午
後
は
、
国
の
天
然
記
念
物
「
丹

那
断
層
」
で
、
大
地
に
鮮
明
に
残
る

伊
豆
丹
那
の
酪
農
王
国
（
オ
ラ
ッ
チ
ェ
）

お
茶
摘
み
体
験
と
ウ
ォ
ー
ク

5
月
21
日
・
23
日

岩科学校　勝呂武さん撮影

お茶摘み体験　勝呂武さん撮影

バガテル公園にて　勝呂武さん撮影

ジオガイドさんが丹那断層の説明
森嶋勝美さん撮影
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いきいき掲示板

当社は、最新のIT技術、省エネ機器を駆使して、
お客さまの業務の効率化だけでなく、環境にも
配慮したコンピュータシステムをご提案、導入い
たします。また、自社内に
おいても環境問題を常に
意識し、省電力化、ゴミの
分別、資源のリサイクル、
ペーパレス化などを推進し
ております。

株式会社 静岡情報処理センター
静岡市葵区紺屋町12番地6号
TEL 054-271-7501　FAX 054-271-7586
URL http://www.sicis.co.jp　
事業： ソリューション　ソフトウェア開発
 ハードウェア、パッケージソフトウェア販売
 保守サービス

1945年創業以来、当社
は印刷事業を核に文化・
情報伝達の担い手として
歩んで参りました。常に
「発想から発送まで」万
全の体制を整え、お客様
のニーズにお応えします。
最先端の設備を導入した
フルデジタルDTPシステ
ムやWebネットワークシステムなど、一貫した製造
工程と提案力を確立。多種多様な経験と実績で、
お客様にとっての新たな「価値」へと結び付け、コ
ミュニケーション文化の創造を目指します。

星光社印刷株式会社
静岡市駿河区豊田3丁目6－12　TEL  054－286－3131（代表）
URL http://www.spdigital.net/

当社はお客様の満足を第一に考え日々の情報&
トレンド収集を基に個人旅行から団体旅行まで、
きめ細かく旅のプランをご提案いたします。
人それぞれ旅の目的&楽しみは違います。
お客様だけのOnly Oneな旅のお手伝いをいたし
ます。

株式会社サンコートラベル
静岡市葵区宮ヶ崎町87―2
TEL 054-275-0015　FAX 054-275-0016
URL http://sanko-travel.com/

静岡のおむすび・お弁当の老舗天神屋。 
県下に90店舗の展開とあわせ、各種大量注文も 
承っております。多彩なメニューを取り揃え、皆様
のお越しをお待ちしております。

株式会社天神屋
静岡市駿河区曲金5－1－1
TEL 054-283-3311　FAX 054-283-3432
URL http://www.tenjinya.com/

「はつらつネットふじのくに」法人会員紹介
私たちは、はつらつネットふじのくにを応援します

株式会社アイ／株式会社アプライズ／株式会社 SBS プロモーション／株式会社サンコートラベル／静岡県
新聞輸送株式会社／株式会社静岡情報処理センター／株式会社スポーツ・ウエルネス総合企画研究所／星
光社印刷株式会社／タキスポーツショップ／株式会社竹酔／中央静岡ヤクルト販売株式会社／株式会社テク
ノ・マイス／株式会社天神屋／東海鉄道印刷株式会社／東洋羽毛東海販売株式会社／トップツアー株式会
社静岡支店／羽立工業株式会社／株式会社フューチャーイン静岡支店／静岡県ボウリング場協会／松本印
刷株式会社／わしず観光サービス （五十音順）

法人会員	
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財団だより 公益財団法人しずおか健康長寿財団

　

あ
な
た
の
人
生
を
彩
っ
て
き
た
様
々

な
感
動
や
喜
び
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を

輝
か
せ
る
目
標
や
い
き
が
い
、
願
う
こ

と
な
ど
。
あ
な
た
の
言
葉
や
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
発
表
し
ま
せ
ん
か
。

●
応
募
資
格　

県
内
在
住
者
で
、
ご
自

身
を
熟
年
と
思
う
方
、
グ
ル
ー
プ
で

の
参
加
も
可
能

●
募
集
テ
ー
マ　

特
に
定
め
な
し

●
応
募
形
式　

文
章
の
場
合
（
二
千
文

字
以
内
、
原
稿
用
紙
20
×
20
）

　

映
像
の
場
合
（
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、

D
V
D
で
10
分
以
内
）
音
声
の
場
合

（
C
D
、
M
D
で
10
分
以
内
）

●
審
査　

一
次
審
査
（
書
面
）
を
通
過

し
た
応
募
者
に
二
次
審
査
と
し
て

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
形
式
で
実
施

●
表
彰　

平
成
26
年
2
月
1
日
（
土
）

に
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
で
開
催
す
る
「
す

こ
や
か
長
寿
祭
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」

に
お
い
て
、
表
彰
状
を
授
与
、
作
品

の
発
表
を
行
い
ま
す
。

●
応
募
期
限　

平
成
25
年
10
月
31
日

（
木
）
当
日
消
印
有
効

●
そ
の
他　

応
募
の
際
に
題
名
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
住
所
、
電
話
番
号
を

明
記
し
た
用
紙
を
添
付

　

高
齢
者
の
文
化
活
動
の
促
進
と
ふ

れ
あ
い
と
生
き
が
い
づ
く
り
を
目
的

に
、
高
齢
者
の
創
作
す
る
作
品
を
募

集
し
ま
す
！
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
栃
木

２
０
１
４
」
の
選
考
会
も
兼
ね
ま
す
。

●
応
募
資
格　

県
内
在
住
で
、
昭
和
30

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
ア
マ

チ
ュ
ア
の
方

●
募
集
部
門　

①
日
本
画
、
②
洋
画
、

③
彫
刻
、
④
工
芸
、
⑤
書
、
⑥
写
真

の
６
部
門

●
応
募
方
法　

出
品
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
提
出

●
応
募
期
限　

平
成
25
年
10
月
31
日

（
木
）
当
日
消
印
有
効

●
出
品
料　

１,
０
０
０
円

●
展
示　

平
成
26
年
１
月
17
日
（
金
）

～
26
日
（
日
）、
申
込
の
全
作
品
を

●
主
催�

し
ず
お
か
健
康
い
き
い
き
フ
ォ
ー

ラ
ム
21

●
開
催
日　

平
成
25
年
7
月
19
日（
金
）、

午
後
6
時
30
分
か
ら
8
時
00
分

●
会
場　

静
岡
県
総
合
社
会
福
祉
会
館

7
階
７
０
３
会
議
室

●
講
師　

竹
下
和
男
先
生
（
子
ど
も
が

作
る〝
弁
当
の
日
〟提
唱
者
）

●
演
題　
「〝
弁
当
の
日
〟と
子
育
て
」

～
学
校
と
家
庭
と
地
域
の
連
携
～

●
入
場
料　

無
料
（
先
着
２
０
０
名
）

●
申
込
先�

　
　

☎	

0
5
4
ー
2
5
3
ー
5
5
7
0

　
　

Fax	

0
5
4
ー
2
5
3
ー
4
2
2
2

健
康
づ
く
り
講
演
会

〒420-0856 静岡市葵区駿府町１番70号
Tel 054-253-4221　Fax 054-253-4222
ホームページ http://www.sukoyaka.or.jp（財団）
 http://www.kenkouikigai.jp（県内のいきがい・仲間づくり情報）
電子メール ikigai@sukoyaka.or.jp

応募お待ちしてま～す

静
岡
県
立
美
術
館
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
展
示
し
ま
す
。

●
表
彰　

優
秀
作
品
に
は
賞
状
と
副
賞

を
贈
呈
し
ま
す
。

第
14
回
熟
年
メ
ッ
セ
ー
ジ

作
品
募
集

第
17
回
す
こ
や
か
長
寿
祭

美
術
展
作
品
募
集
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